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1，は じめに

　本報告の 目的は 、 韓国にお ける法曹の 学校歴

とキ ャ リア を分析する こ とで 、韓国法曹界 の 構

成原理 と特徴 を探 し出すこ とで あ る。まず韓国

にお け る法曹選抜制度 を概観す る と、そ の 根源

は 戦前の 日本か らの もの で あ り、戦後 、そ の 名

称 は、「朝鮮 弁護士 試験」 （戦前か ら 1949 年ま

で ）、「判事お よび検事特別 任用試験」 （1952

年 お よび 1955 年実施 ）、 「高等考試司法 科」

（1949 年か ら 1961 年 まで実施）、
「司法 試験」

（1963 年か ら現在）等で 変化 されて きた。し

か しなが ら 、 全般的に学歴 に よる出願資格 の 制

限は存在 しない とい うオ
ーブ ン 型で あ り続 け

た た め 我 が 国 の 方 式 と類似 して お り （橋 本

2009 ）、こ の 点で法曹養成 の 目本 型 シ ス テ ム で

あ る と考 え られ る。

　 とこ ろで こ の 日本型 シ ス テ ム の 試 験制度を

め ぐっ て 主張 されて きたの は、特定の 大学すな

わ ち ソ ウル 大 学そ の なか で も法学部の 位 置 と

優位性 （李 2002） も し くは 「学校 （大学）教

育と司法試験 との 相関関係」で ある。朴 （2009 ）

は 司法試験合格者 らが作成 した受 験回想 録 を

分析 し、「大学入試一大学序列 （学校歴）一
司

法 試験 の 徹底 的 ・非制度 的連 携関係」 の存在を

主張 して い る。

　 そ の よ うなギ 張を裏付ける の は、図 1 で あ る．

図 1 か らわか る よ うに、全体 の 5 割弱 を 占め

て い るた っ た
一

つ の大学が存在 し て い る。と こ

ろ が、ロ
ー

ス ク
ー

ル 定員 の プ ロ ッ トを見 る と相

対 的に ば らつ きが小 さくな っ て お り、そ の 社会

的周流 （social 　circulation ） （麻生 1991 ： 13）
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に明 らか な変化 が生 じて い る 。 しか し、現在 に

至 るまで 積み 重ね られ て きた は ずの 法曹界の

特徴 とそ の 構成原理 は 、

・
つ の 経路 として 今後

も少 な くない 影 響力 を保持 して い く こ とが 予

想 され る 。 法 曹界を分析す る意義は 、こ こ か ら

探 し出せ る 。

2．分析 の 枠組み

　 こ の調査 で は、韓国の 法曹全 員 の 情報が収録

され た 「法曹人大観」 2009 年度版 を用 い て 分

析 した。情報 の うち主に活 用 した の は 、（1）学

校歴 （学部）、（2）学部 の 専攻、（3）合格 し た

年齢 、 （4）初職 、 （5）幹部 へ の 進入 で あ る 。

　 さらに 、各年度 の合格者数の 推移 ・合格者 の

うち ソ ウル 大学出身者の 割合 ・司法官僚 （裁判

官お よび検察官）への 任官 の 割合 に よ っ て 、五

つ の 11寺代区分を し、各時代 ご と の推移 を分析 し

た 。 五 つ の 時代は 、 （1＞第 1 期 ：戦前か ら 1982

年、（2）1983 年か ら 1994 年、（3）1995 年 か

ら 1997 年 、 （4） 1998 年 か ら 2006 年、（5）
2007 年か ら 2009 年 である。

3．分析 の 結果

（1）合格 した年齢を従属変数 に した場合

　学部 専攻が法 学で あ る場合、試 験に 合格 され

た年齢は 、ソ ウル 大学か否 か で 有意な差が見 ら

れ 、それ は 五 つ の 時代すべ て に 該 当し て い る。

法学で な い 場合、1998 年か ら 2006 年ま で の

時期 は 人学 に よ る有意な差が 観測 され た 。
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ー

ス ク
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ル の 全体定員の うち 占め る割合と当該 割合を持 つ 大学

x 各大学 出 身者 が法 曹全 体で 占める割 合と当 該割合を持つ 大学 の 数．合計61 校 〔第2軸）

　　　　 図 1　出身人 学と 占有率か らみる韓国法曹界の 構成
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表 1 法曹の 幹部進入 を従属変数に し た 二 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回帰分析 の 結果

説明 変数 B Ex （B）

時代 区分 （ダミ
ー

変数）

第 1 期 （1935 年か ら1982 年）に合格

第 2期 （1983 年か ら1994 年）に合格

第 3期 （1995 年か ら1997 年）に合格

7、4026
，1292
．04

1639 ．667nt’，

　 459 、197＋士兎

7．689＋ （O，098）
出身学部 ソウル 大学 ダミ

ー
0．369 L447 ＋ （0、054）

専攻 法学ダミ
ー ・0、456 0、634

初職

裁判官ダミ
ー

検察官ダミー

軍 ／ 公 益法 務官ダミ
ー

弁護士 ダミー

大 手 ファ
ー

ム の 弁 護士 ダミ
ー

1．1331
、6660
．902

’2．1660
．238

3．1045
、289★

2．4660
．115”’k1

．269
合格 当時の 年齢 合格当 時の 年齢区 分 ・0，552 D．576溌t’★

定 数 ．6．134 O．002kde．

N

カイ ニ 乗値

22101120

．481★吻de 韆

Nagelkerke　 R 二 乗 値 0．709

注 ：
tttp

く ．001 ，　
ttp

く ．01，
’
p く ．05，＋pく ．10 （括弧の なか に 有意確率を併記）

（2）初職

　 どの 時代に も、専攻が法学で ある場合、ソ ウ

ル 大学 か否 か に よ っ て初職 に有意 な差が 見 ら

れる。なお 、1998 年か ら 2006 年に合格 した
コ
ー

ホ
ー

トで は、専攻が法 学で な い 場合に も、

ソ ウル 大学か否 か に よる有意 な差がみ られ た。
つ ま り、人気が あ っ て 高い 成績 も要求 される職

業に は、ソ ウル 大学出身が、学部で の 専攻に 関

係な く就 きやす い こ とにな っ て い る こ とが 実

証 された。

（3）幹部 へ の 進入

　 こ の 結果は表 1 に表 し て い る。時代 区分の と

こ ろか ら確認 される の は年功序列で あ る 。 ソ ウ

ル 大学か否 か は有効に効 い て い るが、専攻に 関

し て はそ うで なか っ た。なお、法曹の 各職 の う

ち最 も 「不本意」が多い とい われ る弁護士 の 場

合、そ の係数が マ イナ ス の 方向で 有意で ある こ

とか ら、初職 か ら弁護 土 と して 出発 した場合、

幹部 へ の 進入 は極 め て難 しい こ とが実証 され

た。

4．ソ ウル 大学の優位性 とそ の 変容

たちは依然 とし て ソ ウル 大学出身が多 い 。そ の

結果、「名 門 コ
ー

ス 」 で あ る裁 判官任用 もしく

は大手 ロ
ー

フ ァ
ーム へ の 就職が決 ま る集団 と、

「無名 コ ー
ス 」で 「ひ たす ら似た りよ っ た りの

法律事務所を転々 す る こ と に な る 」集団は は っ

き り と分 け られ る とい われ る （チ ェ ギ ュ ホ

2009 ：105）。っ ま り 「大学間格差」 は
一

見緩め

られ た よ うで も、実際に は 「よ りよい 職業 」 で

決 ま る法曹 の 「内部格差」 は学校歴 を媒介 し て

さ ら に 拡大 し つ つ あ る の で は な い か と考え る

こ とが で きる 。

　 旧 制度で 輩 出 され た 法曹が活動 し続 ける の

が少 な くとも今後 40 年 ほ ど で あ るとすれ ば 、

今後、こ の よ うな経路に 大きな変動は 生 じ うる

の で あろ うか 。 た とえ n 一
ス ク

ー
ル の 定員 に よ

っ て 法曹 の 社会的周 流は制限 され た と し て も、

これ ま で 保た れ続 け られた そ の 優位性に よ っ

て ソ ウル 大 学 ロ
ー

ス ク
ー

ル は少 数精鋭の エ リ

ー ト集 団 とし て 維持 されて い く見込 み は ない

の だ ろ うか 。
ロ
ー

ス ク
ー

ル と ともに導入 され た 、

ロ ー ス ク
ール の修了生 たちを対象 にす る 「弁護

士 試験」 の 実施 予定は、そ の よ うな可能性 を提

起 させ るの で はない か 。

研
究
発
表
丑

　分析結果 か ら確認 され た よ うに 、試験 の 合

格 ・初職 ・幹部 へ の 進入 に お ける ソ ウル 大学出

身者 の 優位性 が見 られ る 。
こ うした優位性は 、

「量」 か ら 「質」 へ の 変化で ある と もい え る。

1982 年頃ま で 、 各年度 の 合格者 の うちお よそ

6 割 ぐらい を占めて い たソ ウル 大学出身は 、そ

の 「量」 の 側面で 優位 で あ っ た 。 そ の 後、各年

度の 合格者が増え るにつ れ 、 ソ ウル 大学 出身者

の 全体的な占有率は減 っ て い る。し か し なが ら

司法試 験お よび 司法研修所 で の 成績 の 上 位者
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